
第７５６号令和８年 第２０普通科連隊広報紙 霞城

連隊長要望事項

「情熱と執念」

隊区担当中隊

第２中隊

第１中隊

重迫撃砲中隊

第３中隊

第４中隊

連隊長訓示

新年の抱負を述べる第２中隊長石井１尉 決意表明 重迫撃砲中隊佐藤３曹

新年最初の自衛隊体操を実施

連隊本部 本部管理中隊 第１中隊

第２中隊

第３中隊

第４中隊 重迫撃砲中隊

１
月
13
日
（
火
）
、
神
町

駐
屯
地
内
お
い
て
「
連
隊
年

始
行
事
」
及
び
「
令
和
８
年

連
隊
訓
練
始
め
」
を
実
施
し

た
。連

隊
年
始
行
事
で
は
、
各

中
隊
を
代
表
し
て
年
男
・
年

女
が
今
年
の
決
意
表
明
を
し

た
ほ
か
、
各
中
隊
長
が
抱
負

を
述
た
。

引
き
続
き
訓
練
始
め
に
お

い
て
駆
け
足
を
実
施
し
、
厳

し
い
寒
さ
の
中
、
連
隊
長
、

各
中
隊
長
を
先
頭
に
約
２
㎞

を
駆
け
抜
け
、
今
年
１
年
を

溌
剌
と
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

訓
練
始
め
を
終
え
た
隊
員

た
ち
は
、
す
が
す
が
し
い
表

情
で
年
の
始
ま
り
を
実
感
し

つ
つ
新
た
な
１
年
に
お
け
る

飛
躍
を
誓
っ
た
。

先輩隊員を代表し激励の言葉を
述べた第１中隊 志田３曹

20連隊で記念撮影

隊
員
が
自
ら

作
成
し
た
盃

家族への感謝の手紙

インタビューを受ける
第１中隊 久保田士長

１
月
16
日
（
金
）
、
神
町
駐
屯

体
育
館
に
お
い
て
「
令
和
７
年
度

駐
屯
地
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
実

施
さ
れ
、
参
加
し
た
20
連
隊
の
二

十
歳
を
迎
え
た
隊
員
15
名
が
家
族

や
上
司
・
同
僚
へ
の
感
謝
を
胸
に
、

国
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
た
。

執
行
者
（
駐
屯
地
司
令

貴
島

陸
将
補
）
は
式
辞
に
お
い
て
「
こ

の
機
会
に
具
体
的
な
目
標
を
確
立

し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
ほ
か
、
先
輩
隊

員
を
代
表
し
、
第
１
中
隊

志
田

３
曹
が
二
十
歳
を
迎
え
た
隊
員
へ

向
け
て
激
励
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

会
場
に
は
二
十
歳
を
迎
え
た

隊
員
が
作
成
し
た
抱
負
の
刻
ま
れ

た
「
盃
」
と
、
「
家
族
へ
の
手

紙
」
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
お
越

し
い
た
だ
い
た
御
家
族
に
ご
覧
い

た
だ
き
、
一
緒
に
記
念
撮
影
す
る

等
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い

た
。式

終
了
後
に
取
材
を
受
け
た

第
１
中
隊

久
保
田
士
長
は
「
人

に
信
頼
さ
れ
、
自
然
と
手
を
差
し

伸
べ
ら
れ
る
大
人
に
な
り
た
い
」

と
述
べ
、
国
防
を
担
う
責
任
感
に

満
ち
て
い
た
。

第
20
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

南
條
１
佐
）
は
12
月
23
日
（
火
）
、

神
町
駐
屯
地
内
に
お
い
て
山
形
県

警
察
と
の
共
同
訓
練
が
行
わ
れ
、

山
形
県
警
か
ら
統
裁
官
、
警
備
部

長

板
垣
警
視
正
以
下
約
40
名
を

迎
え
、
自
衛
隊
側
か
ら
統
裁
官
と

し
て
連
隊
長
（
南
條
１
佐
）
、
訓

練
部
隊
と
し
て
第
２
中
隊
（
中
隊

長

石
井
１
尉
）
が
参
加
し
た
。

訓
練
は
、
20
連
隊
と
山
形
県
警

察
と
の
緊
密
な
連
携
と
共
同
対
処

能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
、
治
安
出
動
下
に

お
け
る
警
察
車
両
の
先
導
に
よ
る

緊
急
輸
送
、
検
問
、
共
同
調
整
所

運
営
要
領
を
演
練
し
た
。

訓
練
終
了
後
の
研
究
会
で
は
、

各
状
況
を
振
り
返
り
、
自
衛
隊
・

警
察
と
の
連
携
、
成
果
及
び
教
訓

に
つ
い
て
認
識
を
共
有
す
る
と
と

も
に
相
互
に
意
見
を
交
換
し
、
相

互
に
運
用
の
実
効
性
向
上
を
図
っ

た
。

緊急輸送訓練

握手を交わす両統裁官訓練に参加した第２中隊

厳正な表情で式に臨む隊員



第７５６号令和８年 第２０普通科連隊広報紙 霞城

７日（土） ８日（日）
・第１５回天童高原スノーパークフェスタ
（デモンストレーション・装備品展示）

１４日（土）１５日（日）
・第５５回新庄雪まつり
（雪像作成・装備品展示・イベント支援）

２２日（日）
・第２１回第６師団音楽まつり
（らっぱ吹奏・花笠踊りに参加）

１
月
14

日
（
水
）
か
ら
22

日

（
木
）
ま
で
の
間
、
ア
リ
オ
ン
テ
ッ

ク
蔵
王
シ
ャ
ン
ツ
ェ
（
山
形
市
蔵
王

ジ
ャ
ン
プ
台
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
「
Ｆ
Ｉ
Ｓ
女
子
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
６
蔵
王
大

会
」
を
支
援
し
た
。

本
支
援
は
、
担
任
官

第
２
中
隊

長

石
井
１
尉
（
支
援
隊
長

三
澤

曹
長
）
以
下
37
名
が
参
加
し
、
競
技

会
場
及
び
コ
ー
ス
の
整
備
・
維
持
、

飛
距
離
判
定
、
応
急
救
護
、
気
象
計

測
等
々
と
多
岐
に
渡
る
支
援
を
実
施

し
た
。

支
援
隊
は
14
日
に
現
地
入
り
し
、

準
備
か
ら
大
会
当
日
ま
で
大
会
役
員

と
綿
密
に
調
整
し
て
、
順
調
に
作
業

を
進
め
た
。
特
に
急
斜
面
で
の
作
業

を
行
う
際
は
、
互
い
に
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
安
全
管
理
と
選
手
の
最
高

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
発
揮
を
最
優
先

に
、
確
実
に
作
業
を
進
め
て
い
た
。

支
援
隊
は
、
急
変
す
る
山
の
天
候

に
対
応
し
つ
つ
、
献
身
的
な
支
援
を

行
い
、
大
会
の
安
全
か
つ
円
滑
な
運

営
に
寄
与
し
た
。

自衛隊ブースの様子

高機動車を見学来場者と会話を楽しむ隊員

名物の寒鱈汁

【東北方面総監より褒賞状】
（東北方面混成団第２５期陸曹中級課程において
成績優秀）
・本部管理中隊 ２等陸曹 渡部 拓人

【第２陸曹教育隊長より褒賞状を授与】
（第２５期陸曹中級課程において成績優秀）
・第４中隊 ２等陸曹 村山 弦士

【第２陸曹教育隊上曹陸曹教育中隊長より褒賞状】
（第２５期陸曹中級課程において成績優秀）
・第４中隊 ２等陸曹 佐藤 龍治

【第４４普通科連隊長より褒賞状】
（第１４期師団部隊格闘指導官養成教育において
成績優秀）
・第４中隊 ３等陸曹 布施 翔也

【令和７年度第２１回東北自衛隊拳法選手権大会】
団体戦の部 優勝 ※１４連覇達成！

個人戦の部
無差別級 優勝
・重迫撃砲中隊 ２等陸曹 千田 吉則

８１キロ級 優勝
・重迫撃砲中隊 ２等陸曹 秋元 謙祐

８１キロ級 準優勝
・第２中隊 ３等陸曹 青木 悠作

７３キロ級 第３位
・本部管理中隊 ３等陸曹 朽木 大輔

６６キロ級 優勝
・第２中隊 ３等陸曹 松木 勇

各種表彰

入山式の様子 斜面整備

気象計測

コースの維持

１月１８日（日）、鶴岡銀
座通りで実施された「第３８
回日本海寒鱈まつり」に自衛
隊山形地方協力本部が実施す
る広報展に重迫撃砲中隊（中
隊長 山端１尉以下３名）が
車両展示（高機動車）により
支援した。
イベント当日は郷土料理で

ある寒鱈汁を目当てに県内外
から約２万人が訪れ会場は賑
わいを見せた。自衛隊ブース
では支援した隊員たちが記念
撮影の依頼に快く応じたり、
寄せられた質問に対し溌剌と
受け答えを行うなど、来場者
との交流により、自衛隊の活
動に対する理解の促進と魅力
の発信を図ることができた。

Ｗ
Ｐ
Ｓ
講
話
を
実
施

１
月
20
日
（
火
）
、
Ｂ
庁
舎
に
お
い
て
連
隊
長
に
よ

る
Ｗ
Ｐ
Ｓ(

別
表
で
説
明)

講
話
が
実
施
さ
れ
、
参
加
し

た
隊
員
は
自
衛
隊
と
し
て
の
Ｗ
Ｐ
Ｓ
に
対
す
る
今
後
の

取
り
組
み
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

ＷＰＳとは？

Ｗ
：
ｗ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
（
女
性
）

Ｐ
：
ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
（
平
和
）

Ｓ
：
ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
（
安
全
保
障
）

紛
争
、
災
害
等
に
お
い
て
よ
り
脆
弱
な
立
場
に
置
か
れ
や
す

い
女
性
、
女
児
等
が
紛
争
、
災
害
発
生
等
時
に
特
に
保
護
す
べ

き
対
象
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
下
、
女
性
、
女
児
等
の
保
護
及

び
救
済
に
取
り
組
み
つ
つ
、
女
性
が
指
導
的
及
び
主
体
的
に
、

紛
争
の
予
防
、
復
興
及
び
平
和
構
築
並
び
に
防
災
、
災
害
対
応

及
び
復
興
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
よ
り
持
続

的
な
平
和
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方

【
出
典
】
「
陸
上
自
衛
隊
女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
（
Ｗ
Ｐ
Ｓ
）
推
進
計
画
に
つ
い
て
」

講和を実施する連隊長

講話に参加し、理解を深める隊員

２月

令和８年１月１９日付

第３中隊

塩谷 曹長

長
年
の
勤
務
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

斜面整備

飛距離判定大会当日の様子


